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2020.11.10 りそなアジア・オセアニア財団第８回環境シンポジウム（於：シティプラザ大阪） 

基調講演③講演録 

 

「人と社会と環境を豊かにするモデルの探求 

～Earth Company の試み～」 

 
 

Earth Company 共同創設者、共同代表 

濱 川 知 宏 〈リモート参加〉 
  

 

 

 

皆さま、こんにちは。アースカンパニーの濱川知宏です。

いま私は、バリ島ウブドというところにおりまして、この長閑な

田園風景のなかで、我々のオフィスがあるエコホテルからお

話しています。エコホテルの事業については、後ほど説明さ

せていただきます。今日は、「人と社会と環境を豊かにする

モデルの探求～アースカンパニーの試み～」というタイトル

で我々の活動についてお話させていただきます。アースカン

パニーという団体は 6年前に、私の妻明日香と 2人で設立し

ました。それまで私も明日香もいろんな団体で活動してきま

したが、自分達が信じるこのような活動をしたいと思い立ち上

げたものです。まずビデオを見ていただきたいと思います。 

～インパクトヒーロー：ロビンさんの活動紹介ビデオ放映～ 

このビデオは我々が活動をしているバリ島で撮影しましたの

で、我々が仕事を行っている雰囲気や、我々が支援している

ロビンの活動状況などが皆さんへ伝わったかと思います。 

 

アースカンパニーは、次世代につなぐ未来を創る組織です。

いま求められているシフトというのは、言葉で表わすとこのよ

うに思っており、左側に列挙しているこれまでの社会から、右

側に示すこれからの社会へ、「共創」や「すべての人の人権

や尊厳が守られる社会」などたくさんありますが、このシフトへ

少しでも貢献するために活動をしています。2014 年 10 月に

生まれた団体で、最初は少人数の仲間に支えられていまし

たが、今では 40 名ぐらいの仲間に恵まれ活動しています。
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右側がエコホテルのスタッフですが、全てバリ人で 25名ぐら

いおりまして、左側が支援事業や教育事業に関わるメンバー

で、日本、台湾、インドネシアを拠点に 15名ぐらいます。

今まで 6年間活動し、いろいろな賞をいただいたり、メディア

に掲載いただいたりしてきました。 

 

我々の４つの事業、インパクトヒーロー支援事業、インパクト

アカデミーという教育・研修事業、インパクトコンサルティング

というアドバイサリー事業、そしてエシカルホテル事業につい

て、それぞれ説明させていただきます。 

 

 

まずインパクトヒーロー支援事業ですが、まさにこれをやるた

めに団体を立ち上げました。俗にいうソーシャルアクセﾗレー

ターで、中間支援の立場から、最前線で活躍し活動するチェ

ンジメーカーを支援するもので、1 年に一人を選び、その人

を 3 年間集中的に支援するという形をとっており、かなりユニ

ークな方法ではないかと思っています。今まで 5 人のインパ

クトヒーローを選びました。まず一人目が、東ティモールのベ

ラ・ガルヨスという環境教育に関わっている人です。2016 年

はロビン・リム、先ほどビデオで出てきた助産師です。あとマ

ーシャル諸島で活動しているキャシーとう NGOを経営してい

る詩人、フィリピンのジョン、ミャンマーのウェイウェイといった

かたちで、アジア・太平洋の各地で活動する活動家を支援し

ています。インパクトヒーローは公募で選出しますので、選考

のファイナリストとして残った素晴らしい活動をしている方も表

彰し、その活動を日本に紹介しています。 

 

3 年間どのような支援をおこなうかですが、一つはファンドレ

ージングで、我々が資金調達してお金を渡し活動費やプロ

ジェクト予算として使っていただきます。一人当たり 1 千万円

～3 千万円の資金調達をしています。二つ目がリーダーシッ

プコーチングで、チェンジメーカーおよび団体経営者として

どのようなチームを創っていき、どういうふうに組織をマネー

ジしていくかということをサポートします。三つめがマーケティ

ング支援で、このような活動をする人たちは活動が最優先に

なってしまい、ソーシャルメディア、ホームページ、活動報告

書作成などのリソースが不足していますので、広報支援、新

規事業立案などをしています。簡単に言えば、出来ることは

何でもするスタンスをとっています。 
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これまで 1億 3千万円ぐらいの資金調達をして、その多くを

インパクトヒーローへ届けており、個人、法人のドナーに支え

られてやっています。

地図で並べるとこのような形で、それぞれの活動地域で感動

するストーリはたくさんあるのですが、我々が重視しているの

は右下の「インパクトヒーローと共に作るアジア・太平洋の未

来」ということで、アジア・太平洋の途上国に日本やシンガポ

ールのようになってほしいというのではなく、新しい発展のあ

り方を模索していくということです。日本やシンガポール、韓

国なども、決して持続可能な形ではないので、途上国ならで

はの新しいモデルを作っていこうということです。 

 

 

 

これまでの支援を紹介しますと、東ティモールでは環境教育

施設の立ち上げ、ルブログリーンビラというエコツーリズムの

宿泊施設、インドネシアのバリ島の助産院設立支援、インド

ネシア最東端パプアにおける新しい助産院建設、あと災害

支援にも貢献しています。いまフィリピンで新しい助産院を支

援するところです。 

 

 

これはマーシャル諸島の平均海抜２ｍの沈んでしまうと言わ

れている島に、マーシャル諸島や太平洋諸島の未来を担う

若者を育てるユースセンターの建設にも貢献しています。 

 

これは今支援しているロヒンギャ族のウェイウェイです。ヤン

ゴンの少数民族を対象にしたリーダーシップセンターの運営

費に 223万円の支援をしました。 

 

 

 次はインパクトアカデミーと呼んでいる研修、教育事業です。

この事業で重視していることは２つあります。一つは社会課

題の現場を、いまバリ島でどういう環境課題、社会課題が起
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きているかを、五感をもって感じてもらうことです。もう一つは、

そういう課題に対して命懸けで取組んでいるチェンジメーカ

ーの社会変革の本場というところを見てもらうということです。

これまで 40 本近くのプログラムを開催してきまして、２３か国

から５３５名参加してもらっています。 

 

我々のパートナーさんやクライアントさんをマッピングするとこ

のような感じです。短いもので１日から、長いもので１～２週

間のプログラムを提供していて、参加は高校生、大学生、社

会人といった感じです。日本のパートナーでいうと、大阪大

学、東洋大学、高校では立命館高校などのフィールドスタデ

ィーを受け入れています。 

 

我々のプログラムに参加してもらって、それぞれチェンジメー

カーへと育つようにインスパイアしようとしているのですが、最

初に重要視しているのは、いま情報化社会で情報がありふ

れているなかで、まずバリに来てもらって五感を開放するとい

うことです。デバイスばかり見るのではなく、ここで空気を吸っ

て、汗をかいて、匂いを嗅いで、いろんな鳥の声を聴いて、と

にかく動物として人間として立ち止まって、ただただそこにい

る、be、そこにあることに注視する。なるべく流すというイメー

ジです。そのように流してみると入ってくるものがある、逆に

流さないと入ってくるものがないということが、これまでプログ

ラムを 40 本おこない分かってきたことです。１日目から五感

を開放すると、二つ目の課題の現実に直面することが出来る

わけです。そしてチェンジメーカーに会ってインスピレーショ

ンを受けるとか、未来形のあり方を体験するとか、インプット

がちゃんと吸収されることがあって、最後にインプットが行動

として変わっていくのではないかと思っております。この研修

事業の舞台となるのが、我々が運営するエコホテルです。先

ほど動画であったブミセハット助産院へ行ったりとか、バリ島

で有名なグリーンスクールへ行ったり、コぺルニクや他の

NPO、NGO、市民団体を訪れて、課題だとか解決へ向けて

取組んでいるチェンジメーカーから直接学ぶということをやっ

ています。 

 

 

 三つ目の事業、インパクトコンサルティングの説明に移りま

す。インパクトコンサルティング事業はこの図を使って説明す

ることが多いのですが、未来型の組織、ソーシャルビジネス

への移行という方向に向かっています。従来の非営利団体

は、社会的、環境的にいいことをしているが収益性、永続性

に欠けているので、それをビジネス化するプロセスをお手伝

いすること、また従来の営利企業は儲かっているが社会・環

境にいいこともまだできる余地があるので、これのソーシャル

化、エコ化というところをお手伝いしています。そのなかで重

点的に進めているのがオペレーショングリーンというプロジェ

クトであり、数ある未来型経営・戦略の中の一つのアプロー

チ論として確立できればと思っています。 
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具体的には、このような図で企業・組織がエコ化できるものを

示しています。外枠には４０ぐらいのエコ施策が並べられて

いて、大きく分けると、廃棄物、エネルギー、水といったところ

です。これ全てをやらなければならないということではなく、こ

の中からプライオリティをつけて、一つか二つ、三つについ

て体制を作って進めていくというものです。これはコスト削減

にも繋がりますし、環境ベネフィットにも、ブランディングの効

果にもなる、また人材確保するうえでのメリットにもなります。

 

 

このオペレーショングリーンはアースカンパニー単体でやっ

ているわけではなく、様々なパートナーに関わってもらってい

ます。例えばアンバサダーとして関わってもらっているのは、

この業界のフロントランナーの方々たちですとか、あとテクニ

カルパートナーとしては、再生可能エネルギーだとか、環境

配慮型商品だとか、他のサービスを提供しているパートナー

と組んでやっています。アースカンパニーは技術を提供する

会社ではなくて、言ってみればサスティナビリティーのアドバ

イザーのようなかたちで、必要に応じてテクニカルパートナー

を紹介する形ですすめております。 

 

いまオペレーショングリーンを導入している組織は５団体あり

まして、東京では和菓子の老舗である虎屋さんの新しいオフ

ィスのエコ化であったり、長野県では森のオフィスというところ

のコワーキングスペースのエコ化であったり、自然電力グル

ープ、ナオライ、石垣市公営塾というところで、取組みを進め

ています。 

 

 最後の事業の説明に参りたいと思います。私が今いるエコ

ホテルのお話です。これは、いままでご説明したインパクトヒ

ーロー、インパクトアカデミー、インパクトコンサルというのが

正直抽象的な部分がありますが、このエコホテルというのは

我々の価値観、ビジョンを具現化した、形にしたものです。そ

もそも何故こういったエコホテルを立ち上げたかということで

すが、バリのデーターを見ると、観光客は平均的に 2500 リッ

トルの水を使うと言われています。それに比べて現地のバリ

人は 180 リットルということで、水の消費量を見ると１０倍以上

の水を観光客は消費していることになり、廃棄物の排出量は

観光客が 3.7 キロ、現地の人が 0.7 キロということで、廃棄物

も５倍以上の差が出ている。この多くが、埋め立てゴミとして

処理されているので、今の観光業、産業自体がサスティナブ

ルなかたちではない。それであれば、我々がこの宿泊施設を

運営する限りは、問題に加担するのではなく、解決の一部に

なりたいというところです。 
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これが今日のプレゼンの中で一番重要なスライドなのもので、

次世代につなぐ未来の一例をこのエコホテルを使って作っ

ていきたいなと思っています。すなわち、経済が回れば回る

ほど地球上の人、社会、環境が良くなる循環型の仕組み。今

迄は、経済が回れば回るほど、誰かが儲かれば儲かるほど、

環境悪化とか、社会的弱者や他の人たちが搾取されるという

かたちだったのですが、このウィンウィンウィンウィンの関係性

をつくったビジネスモデルを開発して、これを軌道に乗せよう

としているところです。こういうのも、やはり楽しくないと広まら

ないということで、我々のレストランで美味しいものを食べて、

ここにきてもらうお客さまには楽しんでもらって、はじめてこう

いう活動が普及していくのかなと思っています。ここでビデオ

をご覧になっていただいて、このマナというところの雰囲気と

いうのをお伝えできればと思っております。 

～エコホテル Manaのビデオ放映～ 

 

 

マナは大きく分けると宿泊施設とレストランと、ショップの３つ

からなります。１つ目のエコヴェラはアースバッグという建築

方法で、非常に安価で早くて耐震性があるという本当にいい

とこ取りの建築方法で、簡単に言うと土嚢袋に土を入れてそ

れを固めていくというもので、例えば国連の難民キャンプなど

で今は使われている非常に注目されている建築方法です。 

 

これがヴィラの中なのですけれども、竹で屋根が出来ていま

して、あとソーラーライト、ここ敷地内のライトは全てソーラーラ

イトでまかなわれています。あとはマットレスですが、実はサ

ブスクリプション制度で毎月お金を払って７年後にはこのマッ

トレスを回収してくれて、リサイクルしてくれるという、そういう

マットレスを使っています。あと水には非常に気を付けていて、

ここで使う水は、ここの屋根は藁葺ではなくて普通のパネル

になっていて、ここから雨水をとって、駐車場の地下に大きな

タンクがあってそこに貯めて、その水を濾過してヴィラだとか

レストラン、トイレとかへ流して使っています。実は濾過されて

いるので、水道の水も飲める状態です。ですので、ここで出

している水も雨水が濾過された水を提供しています。 

 

これがトイレの様子です。 

 

これがドミトリーです。最近エコホテルというと、ハイエンドに

なってきてラグジュアリー化しているのですけれども、我々は
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未来のあり方、未来の観光業の姿を目指して未来を担う人た

ち即ち若い人たちに体験してもらいたいということですので、

こういうかたちをとって１泊 1500円～1700円で泊まれるような

ドミトリーを用意しています。 

 

ソーラーパネルがこのような屋根についており、ウェイストウォ

ーターガーデンといって、なるべく敷地内で汚水を綺麗にし

てから放出することもしています。 

 

キッチンです。これも実は酵素をテーマにしていたり、オーガ

ニックを使ってみたり、人口調味料を使っていなかったり、人

の身体を育む、癒す食べ物というものを提供しています。 

 

 

 

あとファームツーテーブルといって、この敷地内の畑でオー

ガニックの野菜を採って、それをキッチンへもってきてもらっ

て調理しており、これはアップサイクルグラスと言って、ビー

ル瓶など使われた瓶を削って新しいかたちで使うということを

しています。 

 

これがレストランの様子です。 

 

 

あと最後はマーケットですが、ここもエシカルショップのような

経営をしており、ここで売っているものは全て社会にも環境

にもいい厳選したプロダクツになっています。中には量り売り

で洗剤を売ったり、右下のサンダルは廃タイヤをアップサイク

ルして出来たものであったりだとか、それぞれ拘りのある社会

性、環境性の高い商品を扱っており、それぞれのベネフィッ

トを表すラベルも使っています。 
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このような感じのところです。 

以上で我々アースカンパニーの事業についての説明を終わ

らせていただきます。ご清聴ありがとうございました。（終了） 


